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国内でのアルコール依存症患者の現状であるが，
Osaki 3）によると，ICD-10 の診断基準によるアル

























































































査期間は 200X 年 Y 月～ Y＋3 月とした．
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Ⅴ　結　　　果
１．研究協力者の背景
対象者は 5 施設の男性 9 名，女性 6 名，精神科の
看護経験年数は6年～30年（平均19年），アルコー
ル依存症患者の看護経験年数は 5 年～ 23 年（平均
11 年），1 人あたりの面接時間は 20 分～ 70 分（平
均36分）だった．（看護師，事例の特性については，














1 女性 30  8 30 5 年 3 年間（退院後も含む）
2 男性 23 23 20 不明 8 か月
3 男性 20 15 21 不明 6 か月
4 男性 20 11 35 不明 2 か月
5 男性 30 10 40 2 年 1 年 6 か月
6 女性 30  5 30 不明 3 か月
7 男性 18  8 70 3 年 3 か月
8 女性 30 13 30 6 年 3 か月
9 女性 15  7 30 2 年 4 か月
10 男性 20 19 35 不明 4 か月
11 女性 35 12 40 不明 3 か月
12 女性 15  6 25 不明 7 か月
13 男性 25  6 40 1 年 不明
14 男性 22 17 42 不明 不明
15 男性 16 10 52 不明 不明
表2．事例の特性（患者の性は全員男性）
事例 年齢 断酒期間 入院経験 他の精神疾患 自助 G 所属の有無 コードの分布（コード数）
1 50 代 2 年 複数回 不明 有 26
2 不明 不明 3 回目 不明 不明 12
3 不明 不明 3 回目 不明 有 11
4 不明 不明 6 回目 不明 有 21
5 70 代 8 年 1 回目 不明 無 11
6 不明 不明 3 回目 不明 無（死亡） 20
7 50 代 不明 複数回 不明 不明 24
8 60 代 6 年 1 回目 不明 有 16
9 60 代 5 年 1 回目 不明 無 11
10 40 代 不明 複数回 摂食障がい 有 12
11 40 代 3 か月 1 回目 不安神経症 有 13
12 60 代 4 年 2 回目 不明 不明 8
13 不明 15 年 不明 不明 有 16
14 不明 不明 3 回目 不明 有 28
15 不明 不明 3 回目 不明 有 30
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者と自助 G の人が交流しやすくする》《自助 G の導
入時は付き添いで参加する》《患者同士で自助 G に
行けるように調整する》《患者に合った自助 G をす


















































・自助 G に行けるようになったら，本人に任せて声かけもしない（事例 15）
・退院後に自助 G に来ているのを見届けたら，握手で思いを伝える（事例 15）
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次に【自助 G を何よりも尊重する】があり，これ
は《当事者が回復している姿を見ることが一番だ》





































































自助 G につながるしかない ・再飲酒よりも，自助 G に行くか行かないかが大切だ（事例 15）・自助グループにつながらないと底上げもできない（事例 15）
患者と一緒に闘病する姿勢を持つ ・看護師側が動かないと，患者は動いてくれない（事例 14）・同じ立ち位置で，一緒に闘病する仲間である姿勢を持つ（事例 15）
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